
 

令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 宮城県 】 

学校名【 七ヶ宿町立七ヶ宿小学校 】 

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２実施対象者 

 

（学年 ･人数） 

〇全校児童４１名  １年生から６年生 

〇実施日 令和２年１１月１８日（水） ９：３０ ～ １２：００ 

３展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（体育） 

② 行事名（七ヶ宿町小中学校 バレーボール教室） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

〇・オリンピック出場経験のあるバレーボール選手から話を聞

き，現役選手から直接指導を受けることを通してスポーツのす

ばらしさを経験させる。   

５ 取組内容 １オリンピック出場経験のあるバレーボール選手から話を聞く。 

２現役バレーボール選手から直接バレーボールについて教えて

もらう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開講式】      

１ 開会 

２ 校長先生の話 

３ 講師紹介 

４ 日程説明 

５ 閉会 

 

【バレーボール教室】 

〇講演（オリンピック出場選手からの話） 

〇実技指導を含むバレー教室 

 １・２年・特別支援（情緒）８名 家庭ビーチバレー球 

 ３・４年１５名 バレー５号球 

 ５・６年・特別支援（知的・病弱）１８名 バレー５号球  

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



【閉講式】      

１ 開会 

２ 感想発表 

  １年 ３年 ５年 

３ 御礼の挨拶 

４ 閉会 

（６年，５年，１・２年と給食を一緒に食べ交流を深めた。） 

６ 主な成果 

 

〇オリンピック種目であるバレーボールについて興味，関心を 

 もつことができた。 

〇短時間であったが，バレーボールという種目を体験し，楽しさ 

 を味わうことができた。 

〇現役バレーボール選手から直接指導してもらい，バレーボール 

 のすばらしさを体験することができた。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

〇階段掲示板にバレーボール選手のプロフィール等を事前に掲

示しておいた。 

〇オリンピック出場経験のある講師から体験を通して学んだこ 

 とを分かりやすく説明してもらった。 

〇バレーボールの実技においては，低学年・中学年・高学年の 

 グループに分けて実施した。（講師３名） 

〇家庭ビーチバレー球，バレーボール５号球を児童の発達段階

に分けて使用した。 

〇バトミントン用支柱とネットを使用したのでコート３面で行

った。 

 

８主な課題等 〇特になし 

 

９来年度以降の

実施予定 

・校長室前に設置した「オリンピック・パラリンピック」コーナ 

 ーを継続する。 

 


